
 

 問合せ先：環境政策課 

ペットを飼っている皆様へ 
～災害時におけるペット避難について～ 

同行避難とは 

災害時、ペットと一緒に避難場所に避難することを「同行避難」といいま

す。ケージやキャリーバッグを持って避難しましょう。 

☆同行避難ができる避難場所は決められています。 

☆お近くの避難場所がペット受け入れ可能か確認しましょう。 

ペット避難のための日常の備え 

１、飼い主の役割 

大規模な災害が起きた時は、まず、自分自身の安全を確保しましょう。ペッ

トの命を守るのは、飼い主自身です。飼い主が無事でないと、ペットを守るこ

とはできません。人命第一で、迅速な避難をし、自らの命を守る行動をとって

ください。 

飼い主とペットが安全に避難し、避難場所でペットが他の避難者の方から温

かく受け入れていただくために、次のような準備をしましょう。 

２、ペットのしつけと健康管理 

避難場所で迷惑とならないように、むやみに吠えない、キャリーバッグやケ

ージに慣らしておく、他人に友好的に接することができるなどのしつけを普段

からしておきましょう。これは、周りの人のためであると同時に、ペットのス

トレスを少なくすることにもつながります。 

３、ペットが迷子にならないための対策 

災害時には、やむを得ずペットを残して避難し、ペットとはぐれてしまう場

合もあります。迷子になったペットの飼い主を第三者でも特定できるようにす

るため、首輪（犬の場合は犬鑑札、狂犬病予防注射済票）等をつけましょう。 

４、ペット用の避難用品や備蓄品の確保 

避難場所において、ペットの飼育に必要なものは、基本的には飼い主の皆さ

んが用意します。優先度の高いペットフードと水（5日分以上）、ケージ、首

輪、リード、トイレ用品、薬などの備蓄を行い、すぐに持ち出せるよう、飼い

主の避難用品と一緒に保管しておきましょう 

 

 

 

詳細はこちら 



・防災対策

4

4 災害時の飼い主とペットの避難フローチャート

・情報収集

・飼い主の明示

・しつけと

　　　健康管理

(※)大規模災害時は、

発災の恐れがある場

合も含む

平常時の備え 発 災（※）

自宅で

一緒に被災

外出中に

一緒に被災

ペットと

別々に被災

安全確保・状況確認

安全確認と

避難準備

帰宅できる

家で再会

安否確認できる

家で再会できない

安否確認できない

避難の判断 避難場所へ 避難生活開始

ペ
ッ
ト
受
入
れ
可
能

ペ
ッ
ト
受
入
れ
不
可

ペ

ッ

ト

の

捜

索

車やテントを

活用

ペットを知人宅

や施設などに預

ける

ペット受入れ可

能の避難場所へ

避難場所内での

飼養環境の例

ペットと飼い主が

別の部屋で避難

避難場所敷地内の

屋外飼養

帰宅できない

帰宅できる

帰宅できない

避難場所へ

同行避難

車内で避難

(避難場所以外)

ホテル・知人宅

に避難

在宅避難

家族・知人等へ

保護を依頼

発 災(※) 当 日 発災から２～５日 発災から１週間以降

発見

できた

発見

できない

ペットと一緒に

同行避難

・捜索を継続

・飼い主は避難
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